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す
ま
い
と
す
ま
い
方
（
①
）

生
活
の
基
盤
と
し
て
必
要
な
住
ま
い
が
整
備

さ
れ
、
本
人
の
希
望
と
経
済
力
に
か
な
っ
た
住

ま
い
方
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
い
ま

す
。
高
齢
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
尊
厳
が
十
分

に
守
ら
れ
た
住
環
境
が
必
要
で
す
。

生
活
支
援
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
②
）

心
身
の
能
力
の
低
下
、
経
済
的
理
由
、
家
族

関
係
の
変
化
な
ど
が
あ
っ
て
も
尊
厳
あ
る
生
活

が
継
続
で
き
る
よ
う
生
活
支
援
を
行
う
こ
と
を

い
い
ま
す
。
生
活
支
援
に
は
、
食
事
の
準
備
な

ど
、
サ
ー
ビ
ス
化
で
き
る
支
援
か
ら
、
近
隣
住

民
の
声
掛
け
や
見
守
り
な
ど
の
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
な
支
援
ま
で
幅
広
く
、
担
い
手
が
多
様
で
す
。

介
護
・
医
療
・
予
防
（
③
〜
⑤
）

個
々
の
抱
え
る
課
題
に
合
わ
せ
て
「
介
護･

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」、「
医
療
・
看
護
」、

「
保
健
・
予
防
」
が
専
門
職
に
よ
っ
て
提
供
さ

れ
る
こ
と
を
い
い
、
連
携
し
、
一
体
的
に
提
供

さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
も
の
で
す
。
こ
れ
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
支
援
計
画
）
に
基
づ

き
、
必
要
に
応
じ
て
生
活
支
援
と
一
体
的
に
提

供
さ
れ
ま
す
。
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生活支援サービスの様子

高
齢
化
社
会
の
現
状

現
在
、
日
本
で
は
、
諸
外
国
に
例
を
見
な
い

ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。
本
市

で
も
同
様
に
高
齢
化
率
が
高
ま
っ
て
お
り
、
平

成
28
年
9
月
1
日
現
在
で
28
・
３
％
を
超
え
て

い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
団
塊
の
世
代
（
昭
和
22

年
〜
昭
和
24
年
生
ま
れ
）」
が
75
歳
以
上
に
な

る
２
０
２
５
年
（
平
成
37
年
）
に
は
、
市
民
の

3
人
に
1
人
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
な
る
見

込
み
で
す
。

こ
の
２
０
２
５
年
に
お
け
る
問
題
点
は
、
高

齢
者
人
口
が
増
加
す
る
こ
と
、
支
援
が
必
要
と

な
る
高
齢
者
が
増
え
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
医

療
、
介
護
を
必
要
と
す
る
方
々
が
増
え
る
反

面
、
そ
れ
を
支
え
る
世
代
の
減
少
が
推
測
さ
れ

て
お
り
、
高
齢
者
の
生
活
を
い
か
に
支
え
て
い

く
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

構
築
に
向
け
て

こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
「
本
人
・
家
族
の
選
択

と
心
構
え
」
が
非
常
に
大
切
で
す
。
住
み
慣
れ

た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
方
法
と
し
て
、
在
宅

や
施
設
利
用
な
ど
の
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。
ど

の
よ
う
な
生
活
を
送
り
た
い
か
、
高
齢
者
本
人

や
家
族
が
考
え
、
互
い
に
理
解
し
、
心
構
え
を

持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
「
本
人
・
家
族
の
選
択
と
心
構
え
」
を

土
台
と
し
た
上
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

は
①
す
ま
い
と
す
ま
い
方　
②
生
活
支
援
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス　
③
介
護
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン　
④
医
療
・
看
護　
⑤
保
健
・
予
防
の
５
つ

の
構
成
要
素
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

5
つ
の
構
成
要
素
と
は

５
つ
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
、
３
つ
の
観
点

か
ら
解
説
し
ま
す
。

め
て
い
ま
す
。
２
０
２
５
年
問
題
を
解
決
す
る

た
め
の
鍵
を
握
る
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
今
後
増

加
が
見
込
ま
れ
る
認
知
症
高
齢
者
の
ケ
ア
や

地
域
で
の
生
活
を
支
え
る
上
で
も
重
要
で
す
。

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
は
、
高
齢
者
が

住
み
慣
れ
た
場
所
で
生
活
を
続
け
る
こ
と
を
支

援
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
険
者
で
あ

る
地
元
自
治
体
が
地
域
の
自
主
性
や
主
体
性
に

基
づ
き
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
作
り
上
げ
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

2
0
2
5
年
問
題
を

解
決
す
る
た
め
に

厚
生
労
働
省
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

と
な
る
２
０
２
５
年
を
目
途
に
、
高
齢
者
の
尊

厳
の
保
持
と
自
立
し
た
生
活
の
支
援
を
目
的

に
、
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分

ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
期
ま
で
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・

予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
体

制
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を
進

●●● 地域包括ケアシステム構築への取り組み

「いつまでも健康で自立した生活を送りたい」、「医療や介護が必要になっても住み慣れたまち
で暮らしたい」、このような思いを抱く方は少なくありません。自分らしい生活を続けていきた
いという願いをかなえる為の新たな取り組みが「地域包括ケアシステム」です。

　生活の基盤となる「住まい」「生活支援」をそれぞれ植木鉢、土と捉え、専門的なサー
ビスである「医療」「介護」「予防」を植物と捉えている。「住まい」が提供され、安定し
た生活を送るための「生活支援」があることが基本的な要素となる。そのような養分
を含んだ土があって初めて専門的サービスが効果的な役割を果たすことができる。
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万人 ％年齢階層別に認定率を見ると、80歳以上から認定率約3割と急上昇する
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認定者数 認定率（右軸）
90歳以上

44

高齢者人口と要介護認定率

【出典】介護保険事業状況報告

地域包括ケアシステム
構築への取り組み

年を重ねても、住み慣れた地域で住み続けたい

地域包括ケアシステムを
イメージした「植木鉢」

介護
・

リハビリ
テーション
●③ 保健・予

防
●⑤

医療・看護●④


